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知識と自己形成
一後期フィヒテの知識学における ｢概念の自己否定｣について一












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































言う 『絶対的に (自ら)新しい状態 (系列)を始める能力』
のことであろう｡--･新しい状態の開始は行うこともでき
れば,行わないでいることもできる｡そのかぎりで,こう
した開始は自由である｡･-･しかし,ひとたび新しい系列
の開始がなされたならば,それをどのように継続するかは
法則に従ってなされなければならない｡こうした法則性は
自由が自らに与え自らがそれに服するものであることがで
きる｣(同訳 『フィヒテ全集第19巻 ベルリン大学知識学
講義 Ⅰ』,513-514頁,哲書房,1995年)｡ただし,このよ
うな自由観が自由の説明になっているのかという疑義も呈
されている (Baumans,P.,I.G.Fichte,S.369,Alber,
1990)｡この疑問は, ドイツ観念論の自由論の特徴である
｢自由の自己限定｣の妥当性にまで拡げて議論されなけれ
ばならない｡
(ll) C.リーデルは,『叙述』における無を前にしたフィヒ
テの思考を次のように特徴づけている｡｢理性の連続性の
中に 『隙間』が認められる｡というのもこのことは,理性
にとって導出不可能な原理が理性へ投入されたことを議論
として認めることだからである｡理性がそれ自身の知的直
観においても自らの実質性と形式構造との間の 『隙間』に
ぶつかるという事実が,自己を基礎づける可能性を否定す
る｡内在的反省において理性は無である｣(Riedel,a.a.0り
S.52)0
(12) 岡田勝明はこの事態を,｢光による概念の否定によって,
概念が無となるのではなく,主観と客観との関係しかもち
得ない主観的知が,主観と客観の紐帯を根底になすために,
その対象的な有り方を否定されることによって,知,ある
いは概念が,真に確立されるのである｣と記述している
(岡田前掲書104頁)0
(13) シェリングが自らの哲学の秘教的方法を端的に定義して
いるのは次の一節においてである｡｢理性 〔絶対者〕を絶
対的に思考するために･--思考するものが捨象されなけれ
ばならない｡こうした捨象を行う者にとってのみ,理性は,
たいていの人々に表象されていたような直接的に主観的な
ものであることをやめる｡また,理性はけっして客観的な
ものとしても思考されえない｡というのも,客観的なもの
ないしは思考されたものは,ここで完全に捨象される思考
するものとの対立関係においてのみ可能だからである｡だ
から理性は,この捨象によってのみ,主観的なものと客観
的なものの無差別点にある真の自体へ到達するのである｣
(Ⅳ.114f.巻数と真数は小シェリング版全集に依る)0
(14) ∫.ヴィトマンは ｢互通｣において,異質なものを媒介
するフィヒテ流の弁証法の発見をみている (Widmann,Jり
肋 GnLndstrukturdestranszendbntakmWissens,S.72177,
Meiner,1977)｡また,｢互通｣概念は晩年の知識学でも
鍵概念として継承される｡フィヒテの後期体系でこの概念
が果たす機能については,W.ヤンケの前掲書213-249頁
参照｡
(15) 大峯顕 『フィヒテ研究』,201亘,創文社,1976年
(16) W.ヤンケは,こうした ｢蓋然的なべし｣においてフィ
ヒテが遭遇している事態を,｢そのゆえんが,非合理的な
隙間 (irrationalerHiat)によってわれわれの概念的把握
から切り離されているこうした出来事 〔絶対者が根源概念
において外化すること〕については,それが必然的にある
べきであるとしか言うことができない｣(Janke,a.a.0リ
S.339)とまとめている｡
(17)W.ヤンケ,美濃部仁他訳 ｢知はそれ自体絶対的実存で
ある｣(日本フィヒテ協会編 『フィヒテ研究』第3号,61
貢,1995年)
(18) AdornO,a.a.0りS21
(19) Ed.LutherH.M,TechnologiesoftfwSelfASeminar
withMichelFoucault,p.9,TheunversityofMassachu-
settsPress,1988.
(20) 小野紀明は,ポストモダニズムに共通する傾向として,
｢実存哲学以来のeSSentiaに対するexiste
ntiaの優位,事実性に止まる覚悟｣(同著 『美と政治
- ロマン主義からポストモダニズムへ』,348頁,岩波書
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店,1999年)をあげている｡そして,小野はこの傾向が,
ロマン主義にも共通すると指摘している｡言うまでもなく,
ロマン主義の起源はフィヒテの哲学にあるのだから,小野
の指摘は,フィヒテの哲学と現代哲学との通約可能性を測
る上で重要である｡すなわち,フィヒテがいち早く主観性
の基礎づけに挫折した事実こそが,寄る辺なく無の前に立
ち尽くす人間という20世紀的な人間観に繋がる境地を示し
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ているのである｡そして本稿で論証したように,少なくと
も両者の立論から帰着する指向性が交差する面を持つとい
う事実自体が,その外観の新奇さのみに着目して,ポスト
モダニズムをこれまでの思想史からの単純な断絶として扱
うのではなくて,逆にそこへと投げ返すことによって,そ
の含意を探ることの必要性を示していると思われるのであ
る｡
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